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神
戸
先
生
御
逝
去

陥
和
三
十
四
年
T
月
十
六
日
午
前
二
時
、
京
大
名
誉
教
授
、
日
本
学
士

院
会
員
、
法
学
博
士
神
戸
正
雄
先
生
は
、
胆
石
病
の
た
め
急
逝
せ
ら
れ
た
。

享
年
満
八
十
二
歳
ロ
何
の
訴
え
る
と
こ
ろ
も
な
く
、
些
か
の
苦
痛
の
表
情

も
な
く
、
文
字
通
り
眠
る
が
如
き
大
往
生
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

先
生
は
、
昭
治
十
年
四
月
愛
知
県
一
官
市
に
誕
生
、
一
二
十
五
年
東
京
帝

国
大
学
卒
業
、
直
ち
に
大
学
院
に
入
っ
て
財
政
学
を
専
攻
、
一
二
十
五
年
京

都
帝
国
大
学
に
迎
え
ら
れ
て
法
科
大
学
助
教
授
に
就
任
、
凹
十
年
教
佼
に

昇
任
さ
れ
た
。
大
正
八
年
、
法
科
大
学
か
ら
別
れ
て
経
済
学
部
が
創
立
さ

れ
る
と
と
も
に
、
同
学
部
勤
務
に
転
じ
、
も
っ
て
、
昭
和
十
二
年
の
定
年

退
官
に
ま
で
及
ん
だ
が
、
助
教
授
就
任
以
来
こ
こ
に
至
る
ま
で
実
に
三
十

有
五
年
、
そ
り
同
一
貫
し
て
財
政
学
合
研
究
し
教
授
せ
ら
れ
、
か
た
わ
ら

或
い
は
経
済
学
部
長
、
京
都
大
学
一
評
議
員
、
或
い
は
京
大
経
済
学
会
評
議

員
な
ど
と
し
て
、
京
都
大
学
、
京
大
経
済
学
部
、
京
大
経
済
学
会
の
発
展

の
た
め
に
尽
拝
せ
ら
れ
た
。
財
政
学
之
く
に
租
税
に
関
す
る
偉
大
な
研
究

業
棋
を
も
っ
て
、
昭
和
=
石
、
先
生
は
学
士
院
か
ら
恩
賜
賞
を
受
け
ら
れ
、

立
派
な
人
格
と
相
侠
っ
て
同
五
年
に
は
学
士
院
会
員
に
列
せ
ら
れ
た
。

百日

五汗

京
大
退
官
と
同
時
に
関
西
大
学
学
長
に
迎
え
ら
れ
、
同
大
学
興
隆
の
た

め
に
尽
さ
れ
る
こ
と
七
カ
年
余
、
つ
い
で
昭
和
二
十
二
年
四
月
に
は
、
公

選
に
上
る
第
一
次
の
京
都
町
長
に
就
任
、
四
年
の
任
期
吉
満
了
し
て
退
職
、

そ
の
棒
自
治
庁
関
係
の
地
方
行
政
調
査
委
員
会
議
議
長
の
要
職
に
つ
か
れ

た
が
、
二
十
七
年
三
月

rそ
り
任
務
乞
完
了
し
て
退
職
、
二
十
八
年
十
一

月
に
は
文
部
大
臣
か
ら
文
也
功
労
者
賞
を
受
け
ら
れ
た
。

す
べ
て
の
公
職
な
去
っ
て
の
ち
、
先
生
は
珂
瓜
町
夷
川
角
の
自
宅
に
悠

々
自
適
、
学
i

ユ
院
月
例
会
に
出
席
の
た
め
東
上
し
た
り
、
京
大
経
済
学
会

の
研
究
会
そ
の
他
の
会
合
に
出
席
し
た
り
、
夫
人
を
同
伴
し
て
小
旅
行
を

し
た
り
し
て
余
生
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
た
c

東
大
経
済
学
部
助
教
授
で
あ

っ
た
長
男
正
一
氏
主
ヒ
リ
ピ
ン
戦
献
で
失
わ
れ
、
す
で
に
嫁
ぶ
れ
士
長
女

に
も
先
立
た
れ
て
、
直
き
の
嗣
な
き
先
生
は
、
繰
り
言
ら
し
い
言
葉
を
一

亘
も
い
わ
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
内
心
に
は
-
抹
の
淋
し
き
を
感
じ
て

お
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
ラ
。
そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
、
先
生
は
、
わ
が
子
の
如

く
育
て
上
げ
た
京
大
経
済
学
部
お
よ
び
京
大
経
済
学
会
に
対
し
て
、
退
官

後
も
慈
父
の
ご
と
き
気
持
を
寄
せ
ら
れ
、
昭
和
一
二
十
二
年
に
は
経
済
学
会

へ
五
十
万
円
を
贈
っ
て
下
さ
っ
た
ロ
宍
は
こ
れ
よ
り
先
、
昭
和
二
十
九
年
、

研
究
奨
励
の
目
的
で
賞
金
設
定
の
意
向
を
表
明
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
も
と

ず
き
、
学
部
で
は
神
戸
賞
設
定
の
こ
之
を
議
し
、
あ
る
山
山
主
で
実
行
に
移

す
こ
と
に
な
り
な
が
ら
、
学
部
門
の
諸
般
の
事
情
で
そ
れ
を
実
現
し
え
な

か
っ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
遺
憾
で
あ
り
、
か
え
り
み

t
、
先
生
に
対
し
、

ま
こ
と
に
坤
訳
な
い
次
第
で
あ
る
。

第
八
十
四
巻

山

一じ

第
六
号

ブL



記

事

先
生
の
物
心
両
面
か
ら
の
御
厚
意
に
む
く
い
る
た
め
、
経
済
学
会
で
は
、

昭
和
三
十
二
年
、
先
生
が
八
十
歳
に
な
ら
れ
た
の
を
機
会
に
、
「
経
済
論

議
」
第
八
十
巻
第
四
号
を
「
神
戸
正
雄
惇
士
八
十
歳
祝
賀
記
念
論
文
集
」

に
あ
て
、
元
教
官
各
位
に
も
御
執
筆
を
願
っ
て
、
堂
々
三
五
二
且
の
論
文

集
を
発
行
し
た
。
そ
の
巻
頭
に
、
先
生
の
近
影
、
筆
蹟
と
併
せ
て
、
先
生

御
自
身
で
作
製
さ
れ
た
経
歴
お
よ
び
業
績
の
概
要
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、

又
『
神
戸
博
士
還
踏
倒
賀
記
念
論
文
集
』
本
誌
第
四
十
四
巻
第
五
培
(
昭

和
十
二
年
五
月
発
行
)
に
昭
和
十
二
年
に
至
る
ま
で
の
先
生
の
詳
細
な
経

歴
及
び
著
作
目
録
が
紐
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
収
録
し
な
い
こ

と
に
す
る
。

先
生
。
計
報
に
接
し
た
わ
れ
わ
れ
は
、
直
ち
に
相
会
し
て
善
後
を
議
し
、

学
部
ま
た
は
学
会
で
告
別
式
を
営
む
案
を
検
討
し
た
。
た
ま
た
ま
、
未
亡

人
L
、
京
大
の
然
る
べ
き
場
所
主
告
別
式
場
に
貸
し
て
ほ
し
い
と
い
う
御

志
向
が
あ
る
こ
と
を
聞
い
た
の
で
、
元
市
長
と
し
て
、
立
た
市
の
有
功
者

と
し
て
、
先
生
に
特
別
の
関
係
が
あ
る
京
都
市
の
当
局
者
と
も
相
談
の
上
、

京
大
当
局
の
諒
解
を
え
て
、
京
大
経
済
学
部
旧
主
催
で
告
別
式
を
執
行
す

る
こ
と
に
決
定
し
た
。
学
部
葬
と
い

5
言
葉
を
使
わ
な
か
っ
た
の
は
、
そ

れ
が
現
職
教
官
の
場
合
に
限
っ
て
許
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
ι

告
別
式
を
す
べ
て
無
宗
教
形
式
に
し
た
が
、
ぞ
れ
は
、
国
立
大

学
の
構
内
で
行
う
告
別
式
に
は
宗
教
的
儀
式
を
用
い
る
ご
と
が
で
き
な
い

と
い
う
規
定
F
則
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
こ
之
は
、
神
一
円
先
生

第
八
十
四
巻

四
七
回

第
六
号

ブL

と
の
告
別
に
は
む
し
ろ
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
と
思
う

9

と
い
う
の
は
、
先
生

は
も
と
も
と
神
職
の
家
に
生
れ
ら
れ
た
が
、
自
身
は
宗
教
の
種
類
や
宗
派

に
は
全
く
超
越
的
立
場
に
あ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
u

十
月
十
八
日
(
日
曜
)
、
告
別
式
場
に
あ
て
ら
れ
た
法
経
第
七
教
室
に

ほ
、
白
菊
を
す
す
き
で
縁
取
り
白
一
色
で
飾
っ
た
清
楚
な
祭
壇
に
お
遺
骨

が
安
置
さ
れ
、
そ
の
上
方
に
、
市
長
時
代
の
ほ
ほ
え
み
か
け
る
よ
う
な
先

生
の
遺
膨
が
掲
げ
ら
れ
た
。
御
泣
骨
の
前
に
は
御
ト

i

賜
の
祭
棄
料
が
供
与
え

ら
れ
、
文
化
功
労
者
賞
と
賞
状
が
捧
げ
ら
れ
た
。
祭
壇
の
両
側
は
文
部
大

臣
、
日
本
学
士
院
、
地
方
自
治
庁
長
官
、
京
大
総
長
、
京
都
市
長
、
関
西

大
学
、
京
大
経
済
宇
部
か
ら
の
、
こ
れ
ま
た
白
菊
の
供
花
で
埋
め
ら
れ
た
@

午
後
二
時
、
静
回
教
援
の
司
会
で
告
別
式
開
始
、
京
λ
総
長
平
、
沢
興
、

経
済
学
部
長
青
山
秀
夫
、
日
本
学
士
院
長
山
田
三
良
(
同
会
員
本
庄
名
誉

教
松
代
読
)
、
関
岡
ト
入
学
苧
長
矢
口
孝
次
部
、
京
都
市
長
高
山
義
三
、
京
都

府
知
事
始
川
虎
一
一
一
(
代
読
)
、
友
人
代
表
新
村
山
、
門
下
生
代
表
大
畑
文

七
の
諸
先
生
・
諸
先
輩
の
弔
詞
が
読
ま
れ
た
。
い
ず
れ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
、
先
生
の
人
格
、
学
問
、
業
績
を
偲
ぶ
言
葉
を
つ
ら
ね
、
在
り

L
日
の
先
生
白
思
い
出
を
新
た
な
ら
し
め
た
が
、
中
に
あ
っ
て
、
敗
戦
直

後
の
窓
ガ
ラ
λ

の
破
れ
れ
k

、
ス
チ
ー
ム
の
な
い
、
寒
中
の
列
車
で
度
々
東

上
さ
れ
た
市
長
時
代
の
先
生
を
語
る
吉
岡
山
市
長
の
弔
詞
、
老
友
神
戸
の
枯

淡
な
面
影
を
、
生
け
る
人
に
対
す
る
が
ご
と
く
話
し
か
け
ら
れ
た
新
村
先

生
の
弔
詞
は
、
わ
れ
わ
わ
の
知
る
神
戸
先
生
を
い
っ
そ
う
大
き
く
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。



弔
認
に
つ
い
で
二
百
数
十
通
の
弔
電
が
披
露
さ
れ
、
遺
放
を
代
表
し
て

未
亡
人
り
礼
拝
、
主
催
者
を
代
表
し
て
青
山
苧
部
長
の
礼
拝
、
遺
族
代
表

挨
拶
、
学
部
長
挨
拶
と
式
は
進
み
、
葬
送
由
奏
楽
の
う
ち
に
、
来
賓
、
会

葬
者
一
同
順
次
礼
拝
を
行
い
、
午
後
三
一
時
す
ぎ
持
り
な
く
時

rし
た
。

と
の
目
、
朝
か
ら
小
止
み
な
き
降
雨
、
天
ま
た
味
生
の
持
逝
を
暗
む
が

ご
と
き
天
候
で
あ
っ
た
が
、
学
内
外
か
ら
会
非
者
お
よ
そ
三
百
五
十
名
に

の
ぼ
り
、
菅
野
企
回
日
長
官
、
浅
田
大
阪
ス
タ
ジ
ア
ム
社
長
ら
の
顔
も
見

え
た
。
賑
や
か
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
先
生
の
お
人
柄
に
ま
こ
と
に

ふ
さ
わ
L
い
、
請
楚
に
し
て
静
寂
、
し
か
も
荘
厳
な
告
別
式
を
執
り
行
う

こ
と
が
干
き
た
こ
と
を
、
倒
遺
族
、
京
都
市
モ
の
他
の
関
係
各
位
、
弔
詞

を
い
た
だ
レ
た
諸
先
生
諸
先
輩
、
雨
天
の
と
こ
ろ
を
遠
近
各
地
か
ら
参

詣
し
て
下
さ
っ
た
会
↑
拝
者
御
一
向
、
弔
電
を
い
た
だ
い
た
方
々
に
対
L
、

深
く
感
謝
し
た
い
。

左
に
本
学
経
済
学
部
長
・
日
本
学
土
院
長
・
関
西
大
学
学
長
京
都
市

長
の
弔
詞
を
録
す
る
。

弔

百司

京
都
大
学
名
誉
教
授
日
本
学
士
院
会
員
法
学
博
士
神
戸
正
雄
先
生
は
本

月
寸
六
日
牛
前
一
時
胆
石
病
の
た
め
、
急
逝
さ
れ
、
本
日
京
都
大
学
経
済

学
部
主
催
の
下
に
そ
の
告
別
式
を
行
う
こ
と
に
相
成
り
ま
し
た
。
実
の
と

こ
ろ
、
先
生
が
あ
ま
り
急
に
お
逝
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
学
部
の

も
の
は
、
一
同
荘
然
自
失
、
為
す
、
と
こ
ろ
を
知
ら
ぬ
有
様
で
ご
ざ
い
ま
す
。

言己

事

先
生
は
明
治
三
十
五
年
也
月
京
都
大
学
に
御
着
任
、
昭
和
十
二
年
三
月

定
年
制
に
よ
っ
て
御
退
職
に
な
る
ま
で
御
在
職
、
こ
の
間
、
昭
和
三
年
四

月
租
税
研
究
上
の
業
績
に
よ
り
、
学
士
院
思
賜
賞
受
賞
、
昭
和
五
年
八
月

学
土
院
会
員
と
な
ら
れ
る
な
ど
、
財
政
学
研
究
の
一
一
闘
を
歩
ま
れ
つ
つ
学

問
な
ら
び
に
教
育
上
に
実
に
立
派
な
業
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

他
面
先
生
は
ま
た
円
満
に
し
て
節
度
あ
る
人
柄
に
よ
っ
て
者
わ
め
て
多

〈
申
人
白
べ
か
ら
親
愛
敬
慕
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
を
尊
敬
す
る
人
々
は
単
に

京
大
で
先
生
の
教
身
を
受
け
た
も
の
町
み
で
な
く
日
本
全
体
の
経
済
学
関

係
者
、
自
治
関
係
者
、
あ
る
い
は
一
般
京
都
市
民
な
ど
実
に
広
い
範
囲
に

わ
た
っ
て
お
る
こ
止
を
私
た
ち
は
一
承
知
し
て
お
り
士
す
。

先
生
は
京
都
を
御
愛
好
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
京
都
は
つ
い
に
永
住

め
地
か
っ
御
最
後
の
土
地
と
な
り
ま
L
た
が
、
わ
け
て
も
わ
が
経
済
学
部

に
つ
い
て
は
た
え
ず
注
+
国
ぷ
か
く
い
ろ
い
ろ
と
心
を
お
配
り
下
さ
い
ま
L

た
。
実
は
本
日
学
部
に
お
い
て
告
別
式
を
行
う
の
も
御
遺
志
に
基
く
も
の

で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
わ
が
学
部
に
対
す
る
先
生
の
御
愛
情
の
深
さ
に
今

さ
ら
の
よ
う
に
感
銘
し
V

た
し
て
い
る
次
第
で
ご
ぎ
い
ま
寸
。

神
戸
先
生
の
春
光
あ
う
れ
る
ご
と
き
温
容
に
接
す
る
機
会
は
も
は
や
ご

苦
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
学
部
関
係
者
一
向
、
こ
の
高
く
か
っ
深

い
師
の
情
を
か
み
L
め
て
先
生
が
地
下
に
担
い
て
に
こ
や
か
に
お
欣
び
下

台
る
こ
と
を
た
り
し
み
と
し
て
一
同
努
力
安
つ
つ
け
た
い
と
存
じ
ま
す
。

昭
和
一
二
十
四
年
十
月
十
八
日

京
都
大
半
経
済
学
部
長

第
八
十
四
巻

四
七
五

第
六
号

青九

山

秀

夫



記

事

弔

詞

謹
ん
で
日
本
学
士
院
会
員
、
京
都
大
学
名
誉
教
授
法
学
博
士
神
戸
正
地
君

の
霊
に
申
し
上
げ
ま
す
。

君
は
明
治
三
十
三
年
七
月
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
政
治
学
科
を
卒
業

し
、
聞
も
な
〈
京
都
帝
国
大
学

r職
を
卓
じ
て
以
来
、
財
政
学
研
究
と
後

進
の
指
導
ー
と
は
専
念
せ
ら
れ
、
退
官
ま
で
四
十
有
余
年
、
常
に
孜
々
と
し

て
研
究
に
励
み
幾
多
の
輝
か
し
き
業
績
を
な
し
遂
げ
る
と
共
に
、
多
く
の

優
れ
た
学
者
と
有
用
な
る
人
材
を
育
成
せ
ら
れ
ま
し
た
。
君
は
ま
た
、
他

面
に
お
し
て
財
政
経
辞
政
策
お
よ
び
社
会
事
業
関
係
の
要
職
を
も
歴
任
し
、

国
家
財
政
、
あ
る
い
は
地
方
行
政
に
非
凡
な
る
手
凶
を
振
っ
て
米
ら
れ
ま

し
た
こ
と
も
既
に
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

F
。
君
は
明
治
四
十
一
年
法

学
博
士
の
学
位
を
援
け
ら
れ
昭
和
三
年
四
月
多
年
研
鏡
を
積
ま
れ
た
利
税

研
究
の
栄
績
に
よ
り
、
本
院
は
恩
賜
負
を
授
与
し
、
君
。
卓
伎
な
研
究
成

果
を
顕
彰
し
ま
し
た
。
昭
和
五
年
八
月
本
院
会
員
に
辛
定
せ
ら
れ
、
閣
来

本
院
の
た
め
に
尽
き
れ
ま
し
た
功
績
は
誠
に
多
大
で
あ
り
ま
し
た
。
君
が

昭
和
二
十
八
年
十
一
月
文
化
功
労
者
に
牟
げ
ら
れ
ま
し
た
こ
と
も
真
に
故

あ
り
と
中
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

今
や
学
術
振
興
の
要
望
切
な
る
秋
、
君
の
力
に
倹
つ
べ
き
も
の
多
々
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
不
幸
に

L
て
君
の
計
報
に
接
し
痛
惜
悲
歌
の
情

に
槌
え
ま
せ
ん
。

こ
こ
に
本
院
会
員
一
同
を
代
表
し
て
君
の
学
勲
を
偲
び
、
恭
し
く
弔
意

第
八
十
四
巻

第
六
号

四
七
六

九
四

を
表
し
ま
す
の

昭
和
三
十
四
年
十
月
十
八
日日

本
学
士
院
長

回

良

山

弔

ら司

謹
ん
で
故
関
国
大
学
顧
問
神
戸
正
雄
先
生
の
御
霊
前
に
申
し
上
げ
ま
す
。

わ
が
国
学
界
教
義
界
の
巨
星
と
し
て
我
々
の
敬
慕
し
や
ま
な
か
っ
た
神

戸
先
生
に
は
架
石
む
効
な
く
遂
に
逝
去
せ
ら
れ
ま
し
た
n

泊
に
断
腸
の
想

い
に
耐
え
ま
せ
ん
。

先
生
の
御
業
績
に
つ
含
ま
し
て
は
今
更
巾
す
も
掛
か
な
が
ら
、
わ
が
関

西
大
学
白
歴
史
に
遺
さ
れ
ま
し
た
御
足
跡
も
ま
た
偉
大
で
あ
り
ま
し
て
、

昭
和
十
一
年
四
月
教
鞭
を
と
ら
れ
ま
し
て
か
ら
引
続
い
て
昭
和
十
二
年
四

月
に
は
学
長
に
御
就
任
、
以
来
更
に
学
長
理
事
の
重
職
に
尽
杯
せ
ら
れ
戦

時
多
難
で
あ
っ
た
大
学
の
学
務
行
政
の
両
面
に
お
い
て
不
動
。
基
礎
を
再

建
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
し
て
先
生
を
お
慕
か
す
る
後
進
数
知
れ
ず
、
関

西
大
学
の
今
日
あ
る
は
偏
え
に
先
生
の
御
蔭
と
申
し
て
も
過
言
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。

つ
い
で
昭
和
三
十
一
年
顧
問
と
な
ら
れ
、
現
在
に
至
る
ま
で
そ
の
長
き

に
わ
た
り
先
生
の
御
学
識
主
御
人
格
に
親
し
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
我
々
に

L

と
り
ま
し
て
、
今
日
の
悲
し
み
は
ま
こ
と
に
人
生
無
情
、
御
遺
族
御
一
同

の
御
心
中
推
察
致
し
ま
し
て
う
た
た
感
慨
に
地
え
ま
せ
ん
。

こ
こ
に
先
生
の
霊
白
安
ら
か
に
眠
り
ま
わ
ん
こ
と
を
祈
り
、
関
西
大
学



関
係
者
一
同
に
代
り
、
衷
心
よ
り
哀
悼
白
意
を
表
寸
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
三
十
四
年
十
月
十
八
日

関
西
大
学
挙
長

矢

口

孝

次

郎

弔

詞

本
日
こ
こ
に
、
元
京
都
市
長
世
神
戸
止
雄
氏
自
告
別
式
が
行
わ
れ
ま
す

る
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
そ
の
御
需
の
前
に
、
哀
悼
の
言
葉
を
中
し
述
べ
ま

す。
神
戸
先
生
。
先
生
が
お
な
く
な
り
に
な
っ
た
と
い
う
知
ら
せ
を
受
け
ま

し
た
の
は
、
一
昨
日
の
朝
で
し
た
。
予
て
先
生
の
御
健
康
を
祈
っ
て
い
た

私
に
と
っ
て
、
そ
の
知
ら
せ
は
、
宮
こ
と
に
大
き
な
驚
き
で
あ
り
、
深
い

悲
し
み
で
あ
り
ま
し
た
。
一
昨
日
も
、
ま
た
昨
日
も
、
私
は
市
長
室
に
あ

っ
て
、
か
つ
て
は
先
生
の
坐
ら
れ
た
椅
子
に
よ
り
、
か
つ
て
は
先
生
が
執

務
さ
れ
た
机
を
前
に
し
て
、
お
元
気
で
あ
っ
た
日
の
先
生
を
あ
れ
こ
れ
と

想
い
起
し
、
ひ
と
り
静
か
に
、
尽
き
ぬ
悲
し
み
と
偵
し
さ
k
を
か
み
し
め

た
の
で
し
た
。

神
戸
先
生
。
先
生
は
学
者
と
し
て
悼
式
な
業
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
ま
た
、
そ
の
晩
年
に
は
京
都
市
長
と
し
て
大
な
き
功
績
を
あ
げ
ら
れ

ま
し
た
。
だ
が
、
私
は
い
ま
、
先
生
が
京
都
市
の
士
め
に
つ
く
さ
れ
た
功

績
の
数
々
を
述
べ
立
て
る
こ
と
は
、
敢
え
て
致
し
ま
す
ま
い
。
あ
の
敗
戦

直
後
の
、
市
民
の
生
活
が
最
も
困
難
を
極
め
た
時
期
に
、
先
生
は
文
字
ど

う
り
、
誠
心
誠
意
、
市
民
り
た
め
に
す
べ
て
を
あ
げ
て
お
っ
く
し
に
な
り

記

事

ま
し
た
。
先
生
が
、
そ
白
こ
ろ
真
冬
に
ス
テ
ィ

l
ム
も
通
ら
ぬ
超
満
員
の

汽
平
に
の
っ
て
、
破
れ
た
窓
か
ら
吹
込
む
寒
風
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
、
し

ば
し
ば
上
京
さ
れ
、
し
か
も
一
度
と
し
て
不
平
を
こ
ぼ
さ
れ
た
こ
と
の
な

か
っ
た
り
は
、
い
ま
も
先
生
を
慕
う
市
の
職
員
の
尊
い
語
り
軍
と
な
っ
て

い
ま
す
u

私
は
、
先
生
の
後
を
つ
い
で
市
長
に
選
ば
れ
ま
し
た
が
、
市
長

に
就
任
し
て
、
は
じ
め
て
先
生
の
市
長
御
在
職
中
の
、
人
に
は
い
え
ぬ
御

脊
労
、
そ
白
御
努
力
の
き
び
し
さ
を
知
り
支
た
と
申
し
て
よ
い
白
で
あ
り

主
す
。神

戸
先
生
。
あ
れ
を
思
い
、
こ
れ
を
思
い
、
先
生
を
失
っ
た
悲
し
み
は

い
よ
い
よ
深
く
、
お
名
残
り
は
い
つ
ま
で
も
つ
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
最

後
白
お
別
れ
を
致
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
公
選
初
代
の
京
都
市
長
k
し
て

先
生
白
残
さ
れ
た
足
跡
は
、
京
都
市
の
あ
る
か
ぎ
り
、
そ
の
歴
史
に
長
く

と
ど
め

b
れ
、
ま
士
、
先
生
の
回
影
は
、
市
民
の
心
に
長
く
生
き
つ
づ
け

る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

こ
の
悲
し
み
の
目
、
京
都
市
民
と
と
も
に
、
心
か
ら
神
戸
元
京
都
市
長

の
御
霊
の
御
民
福
を
お
祈
り
し
、
お
別
れ
の
言
葉
と
致
す
次
第
で
あ
り
ま

寸

昭
和
三
十
四
年
十
月
十
八
日

京

都

市

長

高

山

義

第
八
十
四
巻

凹
七
七

第
六
号

九
五


